	平成27年度 民生委員･児童委員リーダー研修会
  開 　催　 要　 綱


1．趣　旨：
地域の暮らしのあり様は大きく変化しつつあり、人びとが抱える課題も複雑化・深刻化しています。そのようななか、孤立、子育て、生活困窮等、さまざまな生きづらさ・暮らしづらさを抱える人びとに地域で寄り添い、支える民生委員・児童委員活動への期待がさらに高まっています。
本研修は、民生委員・児童委員活動の充実に資する学びとともに、新任委員への助言や支援などの役割を果たすリーダー層の方がたに、リーダーとしての自覚の醸成やリーダーとしての姿勢の強化等を図ることを目的に開催するものです。
本年度は、対応が難しいケースにどう対応するか、事例検討をもとに、課題対応力のさらなる強化、地区の民児協組織の充実・強化などをすすめていくための手法について学ぶことを目的とします。
2．主　　催：　全国民生委員児童委員連合会

全国社会福祉協議会

3．期　　日：　平成27年11月7日（土）～9日（月）（2泊3日）　
4．会　　場：　TOC有明
東京都江東区有明3-5-7
（りんかい線「国際展示場」ゆりかもめ「有明」より徒歩約5分）
＊交流会は東京ベイ有明ワシントンホテル（TOC有明より徒歩約5分）
5．募集定員：　200名（各都道府県･指定都市3名程度／参加者選考にあたっては、男女比にもご配慮ください）

6．参加対象：　地域における単位民児協による実践活動、あるいは他の関係団体等との協働による実践活動で、リーダー的役割を果たしている民生委員・児童委員で、以下の条件にあてはまる者
＊原則として、経験年数3年以上である者。
＊原則として、単位民児協内の部会長や副部会長等である者。（単位民児協会長ではない者）

＊全民児連の評議員ではない者。


7．参加条件：　 ①全日程（2泊3日）参加できること

②事前レポートを提出できること

＊事前レポートは、グループ討議の際の基礎資料として使用します。

8．参加費：　3,000円（交流会費・旅費等は含みません）

9．プログラム：　

第１日（11月7日）
12：30～　　　  
受　付

13：30～13：50　
開会・あいさつ・オリエンテーション
13：50～14：40　
行政説明（厚生労働省社会･援護局地域福祉課）

14：40～15：40　
人権学習（ビデオ視聴）
16：00～17：15 

基調講演「地域に根ざした民生委員・児童委員活動を続けるために ～リーダーが果たすべき役割とは」
講師：市川　一宏　氏（ルーテル学院大学学事顧問・教授）
(17:30 １日目　主プログラム終了)　

18：00～19：30　交流会　（於：有明ワシントンホテル）

第2日（11月8日）
9：30～17：30　
講義とグループワーク　＊実践事例を踏まえて
「安全・安心な地域づくりのための民生委員活動
～地域内の困難対応ケースにどう働きかけるか、
リーダーとしてどう支えるか」
　　　　　　　　    講師：菱沼　幹男　氏（日本社会事業大学准教授）
　　　　　　　　　　　　　西田　ちゆき氏（法政大学非常勤講師・
ルーテル学院大学嘱託研究員）
第3日（11月9日）
　9：00～11：15　　グループワークの振り返り＆講義
「安全・安心な地域づくりのための民生委員活動」
　　　　　　　　 講師：菱沼　幹男　氏（日本社会事業大学准教授）　　　　　　　　　　　　　西田　ちゆき氏（法政大学非常勤講師・

ルーテル学院大学嘱託研究員）
11：15～11：55　   講義「民生委員活動および民児協運営において、
中堅リーダーに求められる役割と期待」
講師：全国民生委員児童委員連合会副会長　福田　豊衍
＊プログラム/時間配分等は、今後、諸般の事情により調整される場合がありますことを
あらかじめご承知おきください。
10．事前レポートの提出について：
（1）第2日は、2会場に分かれ、グループで情報交換・事例検討のワークを行います。
（2）グループでの情報交換/ワークの基礎資料とするため、別添の様式による事前レポートをご提出ください。レポートは2ページにわたります（1－基本シート／2－事例シート）。
（3）レポートは、別添の「事前レポートの記入について」をご参照のうえ、ご自分の地域に係る基本的な情報、ならびにご自身の地域における事例の概要をご記入ください。
（4）レポートは平成27年10月14日（水）必着で、本要綱末尾に示した本会事務局（送付先）にご提出ください。
（5）レポートは、手書きでもかまいませんが、可能であればデータでのご提出をお願いいたします。様式のデータをご希望の場合は、E-mail で件名「27リーダー研修会レポート様式希望」としてz－minsei@shakyo.or.jp にご連絡ください。折り返しレポートの様式を返信いたします。提供様式はMS-EXCELですが、形式にあわせてワードで作成していただくことも可です。
（6）E-mailにてレポートをご提出いただいた場合、メール送信後5日以内に、本会からの受領メールが到着しない場合、本会事務局に電話でご一報ください。

（7）レポートは研修当日、グループワーク用にコピーしたものを9部（Ａ４・ホチキス留め）ご持参くださいますようお願いいたします（主催者で印刷はいたしません）。
11．参加申込・締め切り等:

（1）参加申込：都道府県・指定都市民児協もしくは都道府県・指定都市社協ごとに参加者を取りまとめ、平成27年10月5日（月）までに、別紙「参加・宿泊等申込書」により名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店宛にお申込みください。
(2)宿泊申込: 名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店宛が宿泊先を斡旋いたします。

別紙「参加・宿泊等のご案内」に沿って平成27年10月5日（月）までに、参加申込とあわせて「申込書」によりお申込みください。


　　【参加申込書・宿泊申込書送付先】
名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店　担当：波多野・山辺
〒100-0013 千代田区霞が関3-3-2　新霞が関ビルロビー階
Fax 03-.3595-1119 ／  Tel 03-3595-1121

★お申込みに基づき、名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店より参加券、宿泊券、交流会券を都道府県・指定都市民児協（もしくは都道府県・指定都市社協）にお送りいたします。

★当日は、送付された参加券等を必ずご持参ください。

12. 昼食について:  11月8日（日／第2日）の昼食は主催者がご用意いたします。
13. 個人情報の保護について：
（1）本研修会の参加申込受付を通じて取得した参加申込者皆さまの個人情報については、本会（全国社会福祉協議会）が定めるプライバシーポリシー（個人情報の保護に関する方針）に基づき取り扱います。

（2）個人情報は、本研修会の運営に関する業務以外の目的には使用いたしません。

（3）参加申込者の同意なしに他の事業者など第三者に個人の情報は提供いたしません。

（4）取得した個人情報データについては、適切な管理を行います。

（5）「都道府県・指定都市名」「所属民児協名」「氏名」「グループ討議の際のグループ番号」の3点を記載した『参加者名簿』を作成いたします。

（6））全国社会福祉協議会は、本研修会の参加・宿泊登録および名簿データ作成の業務を名鉄観光サービス株式会社新霞が関支店に委託しています。

ここでいう「実践活動」は、単位民児協が地域の社協や住民グループ、ボランティア等と協働して行っている小地域福祉活動、ふれあいサロンや子育てサロンなどを想定しています。





【本研修会についての問合せ先・事前レポート送付先】


全国社会福祉協議会　民生部　（担当：今井）


〒100-8980  東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビル


Tel 03-3581-6747    Fax 03-3581-6748


E-mail： � HYPERLINK "mailto:z-minsei@shakyo.or.jp" �z-minsei@shakyo.or.jp�　












